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TRAF2; TRAP3; TNF receptor-associated factor 2; E3 ubiquitin-protein ligase TRAF2; Tumor
necrosis factor type 2 receptor-associated protein 3
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	応用
	抗原情報
	背景
	TNF受容体関連因子2（TRAF2） Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体関連因子（TRAF）タンパク質ファミリーのメンバーです。TRAFタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーと関連し、シグナル伝達を媒介します。このタンパク質はTNF受容体と直接相互作用し、TRAF1とヘテロ二量体複合体を形成します。このタンパク質は、TNF-αによるMAPK8/JNKおよびNF-κBの活性化に必要です。このタンパク質とTRAF1によって形成されるタンパク質複合体は、アポトーシス抑制タンパク質（IAP）と相互作用し、TNF受容体からの抗アポトーシスシグナルの媒介として機能します。このタンパク質とTNF受容体関連アポトーシスシグナル伝達物質であるTRADDとの相互作用により、IAPがリクルートされ、カスパーゼ活性化が直接阻害されます。ユビキチンリガーゼ活性を持つアポトーシス抑制因子 BIRC2/c-IAP1 は、このプロドメインのビキチン化を脱し、分解を誘導することができます。ドメイン:コイルドコイルドメインは、ホモおよびヘテロオリゴマー化を媒介します。,ドメイン:MATH/TRAF ドメインは、受容体細胞質ドメインに結合します。,機能:受容体細胞質ドメインおよびキナーゼと結合して、腫瘍壊死因子受容体ファミリーのメンバーをさまざまなシグナル伝達経路にリンクするアダプタータンパク質およびシグナル伝達物質。受容体への結合は、TRADD との相互作用によっても媒介されます。NF-κB および JNK の活性化を媒介し、アポトーシスに関与しています。TRAF1/TRAF2 複合体は、アポトーシス抑制因子 BIRC2 および BIRC3 を TNFRSF1B/TNFR2 にリクルートします。IL-15 シグナル伝達に関与していると思われます。,PTM:ユビキチン化; SIAH2によって媒介され、その後プロテアソームによる分解につながる。SIAH1によってユビキチン化されない。,類似性：MATHドメインを1つ含む。,類似性：RING型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：TRAF型ジンクフィンガーを2つ含む。,サブユニット：ホモトリマー（おそらく）。TRAF1とはヘテロマーである。TNFRSF1B/TNFR2、TNFRSF4、TNFRSF5/CD40に結合し、CD27、TNFRSF8/CD30、TNFRSF9/CD137、TNFRSF11A/RANK、TNFRSF13B/TACIと会合する。 TNFRSF14、TNFRSF16/NGFR、TNFRSF17/BCMA、TNFRSF18/AITR、TNFRSF19/TROY、TNFRSF19L/RELT、XEDAR、EDAR、エプスタイン・バーウイルスBNFL1/LMP-1、IL15RA、TANK/ITRAF、RIPK2、TNIK、MAP3K14、MAP3K5、MAP3K1、MAP4K2、CDK9、CSK、およびTRAF相互作用タンパク質TRAIPとTRAFおよびTNF受容体関連タンパク質TTRAP。TNFAIP3およびTRPC4APと相互作用します。PEG3と相互作用します（類似性による）。TRADDに結合します。BIRC2およびBIRC3のN末端と相互作用します。CYLDおよびTBK1と相互作用します。MAVS/IPS1と相互作用します。 CASP8AP2およびUSP48と相互作用する。DAB2IPと相互作用する。NFATC2IPおよびHIVEP3と相互作用する。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;アポトーシス阻害;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;RIG-I 様受容体;アディポサイトカイン;がんの経路;小細胞肺がん;
	画像データ
	

	TRAF2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

